
授業をふりかえって･･･ 
○ 分かち合いのポイントを意識して、毎時間、仲間との考えの共有を積み重ねていったことで、「相手の考えのよさを認めら

れるようになった」「他の学習でも、分かち合いを大事にしていきたい」というふりかえりをする子どもが多かった。単元を

とおして、言葉の力に関する活動を積み重ねることが、客観的に言葉の力の伸びをふりかえることにつながると考える。 

● 教師が考えさせたいことと、子どもが実際に考えることとの間にずれがあった。題名の意味とのつながりよりも、「印象に

残った部分」を挙げさせて、分かち合わせた方が子どもにとっては考えやすかったかもしれない。子どもにとって分かりや

すい発問を精選していかなければならない。 

● ふりかえりのなかに、どのようなことを考えたのか、具体的な学習内容の言葉が少な 

かった。学習内容の言葉が入ると、「何を学んだか」というふりかえりが明確になる。 

 

学 年 教科等 単元名 日  時 

第６学年 国語科 
読んで感じたことを分かち合おう 

（教材：ヒロシマのうた） 

令和２年１月 31 日(金) 

公開研究会（公開授業Ⅱ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

言葉にかかわらせるための発問の工夫 

言葉の力をメタ認知させる手立て 

関連させる発問→題名の意味と叙述を結び付けさせる。 

仲間との多様な分かち合い→客観的に自分の言葉の力をふりかえる。 

Ｔ ：「ヒロシマのうた」という題名の意味が特に強く表れているのはどこでしょう。 

Ｃ１：私は、「とうろう流し」のところだと思います。たくさんの人が亡くなったということを 

示しているからです。 

Ｃ２：私は、「原爆症」のところだと思います。戦争が終わっても、後遺症が続いているからです。 

１単位時間の終末に、「自分の考えを広げられたか」という

視点で、ふりかえりカードのバロメーターに達成感の度合いを

数値化させた。また、その数値の理由や今後の改善点、本時で

できるようになったことや分かったことを記入させることで、

言葉や仲間とのかかわりをとおして、言葉の力がどのように身

に付いているか、客観的にふりかえられるようにした。 

仲間と考えを共有する際、「相手の考えと自分の考えの似

ているところや異なるところを明らかにする」「相手の考え

と自分の考えが異なっていても否定するのではなく、そのよ

さを認めるようにする」という「分かち合いのポイント」を

意識させることで、自分の考えを広げられるようにした。 

単元の第２時でも考えた題名の意味を捉え直させたう

えで、「『ヒロシマのうた』という題名の意味が特に強く表

れているのはどこだろう。」と発問することで、物語の全

体像を具体的に想像することにつなげられるようにした。 

 このように、「戦争は

恐ろしい」という直接

的な表現の部分に、考

えが偏った。 

また、「ワイシャツの刺繍」に関する考えについては、「原子

雲の刺繍は必要なのかな。」と発問することで、原子雲の刺繡に

は戦争の悲惨さを忘れないという思いが込められていることに

気付かせ、終末に行う仲間との考えの共有のなかで生かすこと

ができるようにした。  ※本時、原子雲の考えは出なかった。 

 Ｂさんは、戦争の悲惨さが伝わるところ

を、理由をはっきりさせて言えていますね。

Ｂさんの考えがよく分かりました。 

 私もＡさんが言ったように、「とうろう流

し」は、未来に戦争の悲しさを伝えているの

だと思います。私は、「お母さんに似てます

か。」というところも、親子が離れ離れになる

という悲惨さを伝えていると思います。 

席を移動し、さまざまなペアでの
分かち合い 全体での分かち合い 

 「題名の意味の捉えを
変えてもよい。」としたと
ころ、「残す」と「未来へ」
という意味が加わった。 

達成度の数値化 

 「自分の考えを広げる力」がどれくらい身に
付いているか、毎時間ふりかえらせた。 



授業実践計画 

○ 単元指導計画（10 時間） 

段階 
主な学習活動及び学習内容 

※ 吹き出しは予想される子どもの問題意識や目的意識 
教師のかかわり 具体的な評価規準 

 
生 
み 
出
す 
⑵ 
 
 

１ 単元のゴールの姿から、単元のめあてを設定す

る。                   ＜１時間＞ 

 ○ 言葉の力 

◇ 自分の考えを広げる力 

 ○ 単元のゴール：「考えの分かち合い」 

 ○ 単元のめあて 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教材を通読し、学習の見通しをもつ。       

＜１時間＞ 

○ 題名の意味・初発の感想 

 

 

○ 読んで感じたことを共有することについて、次

の２つの例を提示する。 

 ① 読んだことに対する相手の考えを否定し、自分の考えを押し付ける。 

  ② 相手の考えと自分の考えの似ているところや異なるところを明らかに

したり、相手の考えのよさを認めたりする。 

「どちらが自分の考えを広げているか。」と発

問することで、②の姿のよさに気付かせ、単元の

ゴールとしてめざしていけるようにする。 

○ 既習の教材を使い、読んで感じたことを試しに

共有させることで、共有するには、人物像や物語

の全体像を具体的に想像することが必要であるこ

とを感じ取ることができるようにする。 

 

○ 題名の意味を考えさせたり、初発の感想をまと

めさせたりすることで、「戦争と平和」というテー

マに気付けるようにする。それとともに、共通し

たテーマの物語を読んで感じたことを共有してい

くという見通しをもてるようにする。 

○ 物語を読んで感じたこ

とを共有することに関心

をもち、人物像や物語の全

体像を具体的に想像する

ことに意欲をもっている。           

（態度） 

      【ノート・観察】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
挑 
む 
⑹ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

３ 新出漢字や語句の意味を確認し、内容の大体を

捉える。               ＜２時間＞ 

 ○ 新出漢字や語句の意味 

 ○ 内容の大体（場面分け） 

 

 

４ 人物像や物語の全体像を具体的に想像し、読ん

で感じたことを伝え合う。     ＜４時間＞               

○ 「わたし」とヒロ子の出会い    

                 

 

○ ヒロ子と育ててくれた母との関係                

                 

 

 

○ ヒロ子の人物像        

 

 

 ○ 「ヒロシマのうた」を読んで感じたことの共

有               

○ 年表や写真等の資料と関連させながら、「陸戦

隊」等の語句の意味を確認させることで、時代背

景を意識して、それぞれの人物の境遇を想像でき

るようにする。  

 

 

○ 「わたし」とヒロ子は他人であることや、長い

年月をかけて描かれていることを押さえ、行動や

会話等に着目させることで、人物像や物語の全体

像を具体的に想像できるようにする。 

○ 次の「分かち合いのポイント」を意識させて、

読んで感じたことを共有するという言語活動を積

み重ねていくことで、言葉の力を身に付けられる

ようにする。 

 ・ 相手の考えと自分の考えの似ているところや異

なるところを明らかにする 

 ・ 相手の考えと自分の考えが異なっていても否定

するのではなく、そのよさを認めるようにする 

 

○ １単位時間の終末に、「自分の考えを広げられた

か」という視点で、ふりかえりカードのバロメー

ターに達成感の度合いを数値化させる。また、そ

の数値の理由や今後の改善点等を記入させること

で、言葉の力がどのように身に付いているか、客

観的にふりかえられるようにする。 

 

 

○ 「わたし」やヒロ子の境

遇について、原因と結果を

明らかにしながら捉えて

いる。      （知・技） 

【観察・ノート】 

○ 「わたし」やヒロ子等の

人物像や物語の全体像を

具体的に想像している。 

（思・判・表） 

【観察・ノート】 

○ 本教材を読んで感じた

ことについて、互いの考え

の共通点や相違点を明ら

かにしたり、そのよさを認

め合ったりして、自分の考

えを広げている。 

    （思・判・表） 

【観察・ノート・学習プリント】 

 

生 
か 
す 
⑵ 
 
 

５ 「戦争と平和」というテーマの、複数の物語を

読んで感じたことを分かち合う。                

＜２時間＞ 

 ○ 考えのまとめ 

○ 「戦争と平和」座談会をとおした「考えの分

かち合い」 

 ○ 単元のふりかえり 

 

○ 「戦争と平和」というテーマの、複数の物語を

単元の初めから並行して読ませる。そして、「ヒロ

シマのうた」の内容と関連させながら、読んで感

じたことを共有させることで、他の物語で更に自

分の考えを広げられたことを自覚できるようにす

る。 

○ ふりかえりカードや第 1 時で行った考えの共有

の音声等を基に、単元の始めと終わりの自分の姿

を比較させることで、自分の変容に気付き、学び

を実感できるようにする。 

○ 読書によって、「戦争と

平和」に関する自分の考え

が広がったことに気付い

ている。    （知・技） 

【観察・ふりかえりカード】 

 

○ 今後も、仲間と考えを共

有しようとする意欲を高

めている。    （態度） 

【観察・ふりかえりカード】 

なぜ「ヒロシマ」と片仮名で書かれているのかな。
「うた」も漢字ではないし、どこにも歌は出てこな
いのにな。 

人物像や、何がどのように描かれているかを
想像して、読んで感じたことを分かち合おう。 

自分の考えを広げるには、相手の考えをよく聞き、
認めるようにするといいな。考えを伝え合うために、
人物像や、何がどのように描かれているかを想像し
てみよう。 

本時 
６／６ 

本当の子どもではないのに、なぜヒロ子を育てた
のだろう。 

長い文章だから、時を表す言葉に気を付けて、場
面を分けるとよさそうだな。 

「わたし」は、ヒロ子のことを知らなかったのに、な
ぜ立ち去らなかったのかな。 

ヒロ子を「○○な人」という言葉で表すと、何だろ
う。 

 「戦争と平和」というテーマの本には、さまざま
な表現の仕方があるんだな。自分の考えと友達の考
えの似ているところや異なるところを明らかにした
り、友達の考えを認めたりすると、確かに自分の考
えが広がったよ。 

この題名の意味が特に強く表れているところは、多
分、○○○○のところだろうな。なぜかというと…。 



題名の意味が特に強く表れている叙述を見付け、互いの考えの共通点や相違点を明らかにしたり、そのよさを認め合っ

たりして、考えを広げている。                     （思考・判断・表現）【観察・学習プリント】 

 

○ 本時の目標 

 

○ 指導過程 

○ 本時の評価規準 

 

 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 本時の学習について話し合う。 

○ 題名の意味 

 

 

○ 本時の学習問題 

 

 

２ 題名の意味が特に強く表れている叙述について、自分の

考えをもつ。 

○ 考えをもつ方法 

  ・ 黙読 

・ 意味と叙述との関連付け 

・ 学習プリントへ記入 

 

３ 題名の意味が特に強く表れている叙述について、話し合

う。 

○ 考えの例 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

４ 話し合ったことを基に、改めて自分の考えを見つめ直し、

仲間と考えを分かち合う。 

○ 見つめ直しの例 

 

 

 

 

 ○ 共有の例 

   

 

 

 

 

 

５ 本時の学びをふりかえる。 

 ○ 「自分の考えを広げる力」の達成感 

 ○ 達成感の数値の理由・改善点 

 ○ 本時の学習でできるようになったこと・分かったこと 

○ 題名の中の片仮名と平仮名の意図を確認することで、

第２時でも考えた題名の意味について捉え直し、それが

教材文のどこに、特に強く表れているかという問題意識

をもてるようにする。 

 

 

 

○ 題名の意味が、特に強く表れている叙述がありそうな

場面を選んで挙手をさせることで、仲間の考えを参考に

しながら、場面を焦点化して考えをもてるようにする。 

○ 題名の意味と叙述との結び付きを図式化した学習プリ

ントに考えやその理由を記入させることで、関連性を意

識しながら考えをもてるようにする。 

 

○ グループ及び全体で、出された複数の考えの共通点や

相違点を話し合わせる。さらに、それらの考えと自分の

考えとを比較しながら、意見等を述べさせることで、題

名の意味が特に強く表れている叙述について考えを広げ

ることができるようにする。 

○ 左記の「ワイシャツの刺繍」の考えが多く出ることが

予想される。そこで、「原子雲の刺繍は必要なのかな。」

と発問することで、原子雲の刺繡には「戦争の悲惨さを

忘れない」という思いが込められていることに気付ける

ようにする。 

 

 

 

 

○ 考えを見つめ直して変更したところを青ペンで書き加

えさせることで、自分の考えの変容を視覚的に感じ取れ

るようにする。 

 

○ 次の「分かち合いのポイント」を意識させることで、

仲間と考えを共有できるようにする。 

 ・ 相手の考えと自分の考えの似ているところや異なる

ところを明らかにする 

 ・ 相手の考えと自分の考えが異なっていても否定する

のではなく、そのよさを認めるようにする 

 

 

 

 

○ 「自分の考えを広げられたか」という視点で、ふりか

えりカードのバロメーターに達成感の度合いを数値化さ

せる。また、数値の理由や今後の改善点等を記入させる

ことで、言葉の力がどのように身に付いているか、客観

的にふりかえられるようにする。 

「ヒロシマのうた」という題名の意味が、特に強く表

れているところはどこだろう。 

初めは悲しそうにしていなかったけれど、後で「会ってみたい
な……。」とヒロ子が独り言を言ったところが、戦争の悲しさを
伝えていると思うな。 

なるほどね。確かに、自分を命がけで守ってくれたお母さん
に会いたいという気持ちはあるだろうね。親子を引き離すよう
な戦争は悲しいね。 

・ヒロシマ…世界で初めて原爆を落とされた都市であること 

・うた…さまざまな人の思いを基に、戦争と平和に対するメッセージを伝えていること 

本
当
の
お
母
さ
ん
の
最
期

の
話
を
聞
い
て
、
悲
し
い
は
ず

な
の
に
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、

事
実
を
受
け
止
め
よ
う
と
し

て
い
る
か
ら
。 

に
っ
こ
り
笑
っ
て
、
「
あ
た

し
、
お
母
さ
ん
に
似
て
ま
す

か
？
」 

 「ヒロシマのうた」を読んで感じたことをまとめ、仲間と共有し、考えを広げることができる。 

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
う
で
に
、
小
さ

な
、
き
の
こ
の
よ
う
な
原
子
雲
の

か
さ
と
、
そ
の
下
に
、
Ｓ
・Ⅰ
と
、

わ
た
し
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
（
頭
文

字
）
が
水
色
の
糸
で
し
し
ゅ
う
し

て
あ
る
の
で
す
。 

悲
し
い
過
去
を
受
け
止
め
、
戦

争
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
二
度
と
起

こ
さ
な
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ

る
か
ら
。 

世界で初めて原爆を落とされた都市

であること 

 

さまざまな人の思いを基に、戦争と平和に対す
るメッセージを伝えていること 

 

ワイシャツに原子雲のかさの刺繍がしてあるところを選んだ

けれど、○○さんが言ったように、「わたし」のイニシャルを刺

繍してあるところも大事だな。「わたし」のことを忘れないこと

が、平和への願いとつながっていそうだな。 



 

結 転 承 起 展開  
ヒ
ロ
シ
マ
の
う
た 

 
 
 
 
 

（
東
京
書
籍
六
年
） 

ヒロ子からのワイシャツ
を受け取るわたし 

中学を卒業したヒロ子と再
会するわたし 

１年生のヒロ子とその母と会う
わたし 

 手紙をとおして、ミ子ちゃん（ヒ
ロ子）の無事を知るわたし 

死んでいるお母さんから赤ちゃんをもぎ取り、リヤカーを引い
ていた二人に赤ちゃんを預けるわたし 場面 

P169ℓ８←P168ℓ８ P168ℓ７ ← P165ℓ７ P165ℓ６ ← P162ℓ１ P161ℓ15 ← P158ℓ５ P158ℓ４ ← P152ℓ１    

・
そ
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
う
で
に
、
小
さ
な
、
き
の
こ
の
よ
う
な

原
子
雲
の
か
さ
と
、
そ
の
下
に
、
Ｓ
・Ⅰ

と
、
わ
た
し
の
イ

ニ
シ
ャ
ル
（
頭
文
字
）
が
水
色
の
糸
で
し
し
ゅ
う
し
て
あ
る

の
で
す
。 

「
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
」 

 

・
わ
た
し
は
そ
れ
を
胸
に
か
か
え
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
十
五

年
の
年
月
の
流
れ
を
考
え
続
け
て
い
ま
し
た
。 

  
 

・
今
年
の
春
、
何
年
ぶ
り
か
で
手
紙
が
来
ま
し
た
。 

・
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
が
中
学
を
卒
業
し
た
の
で
し
た
。 

・
今
年
の
夏
、
わ
た
し
は
ま
た
広
島
を
訪
ね
る
〈
略
〉 

・
原
爆
の
記
念
日
を
選
び
ま
し
た
。 

・
記
念
日
を
選
ん
だ
こ
と
を
、
後
悔
し
て
い
ま
し
た
。
記
念
の

い
ろ
い
ろ
な
行
事
は
、
何
か
わ
た
し
た
ち
の
思
い
出
と
か
け

は
な
れ
た
も
の
に
し
か
思
え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

・
わ
た
し
は
、
や
っ
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
持
っ
て
い
た
布
の
名
札

を
取
り
出
し
て
、 

「
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
何
だ
か
知
っ
て
る
？
」 

・
あ
の
日
の
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
の
話
を
し
ま
し
た
。 

 

・
う
れ
し
い
の
や
ら
、
か
わ
い
そ
う
な
の
や
ら
、
わ
た
し 

 
 

の
ほ
う
が
す
っ
か
り
な
み
だ
ぐ
ん
で
〈
略
〉 

・
そ
の
年
の
夏
、
〈
略
〉
わ
た
し
た
ち
は
会
い
ま
し
た
。 

・
広
島
の
町
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
あ
あ
、
こ
の
子
は
何
も
知
ら
な
い
の
だ
な
。
幸
せ
だ
な
。
」 

・
あ
の
日
死
ん
で
い
っ
た
ミ
子
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
の
話 

を
し
ま
し
た
。 

・
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
が
中
学
を
卒
業
し
た
と
き
に
、
ま
た
会
う
約

束
を
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
ま
で
、
何
も
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
に

は
打
ち
明
け
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

・
何
か
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
の
暗
い
か
げ
が
、
い
つ
ま
で
も
わ
た
し

は
気
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

・
い
な
か
の
家
を
出
て
、
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
〈
略
〉 

・
わ
た
し
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。 

・
い
つ
か
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
、
忘
れ
て
い
く
よ
う
で
し

た
。 

 

・
戦
争
が
終
わ
っ
て
、
七
年
目
の
あ
る
日
、
わ
た
し
は
ラ
ジ

オ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
言
葉
に
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。 

「
赤
ん
ぼ
う
を
、
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
い
く
家
族
の
人
に
預
け

た
海
軍
の
兵
士
の
か
た
を
さ
が
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
」 

 
 
 
 
 

・
も
う
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
あ
の
日
の
こ
と
を
、
急
に
ま
ざ

ま
ざ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。 

・
も
し
や
わ
た
し
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
と
手
紙
を
出 

し
ま
し
た
。 

「
ミ
子
ち
ゃ
ん
は
元
気
で
、
助
か
っ
た
の
で
す
ね
。
」 

・
思
わ
ず
独
り
言
を
言
っ
て
、
独
り
で
手
紙
に
頭
を
下
げ
ま
し 

た
。 

 
 

 
 
 
 

 

・
わ
た
し
は
そ
の
と
き
、
水
兵
だ
っ
た
の
で
す
。 

・
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
が
原
爆
を
落
と
し
た
日
の
夜
、 

七
日
の
午
前
三
時
ご
ろ
、
広
島
の
町
へ
行
っ
た
の
で
す
。 

・
わ
た
し
た
ち
は
、
地
獄
の
真
ん
中
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。 

・
生
き
て
い
る
人
を
た
だ
集
め
る
だ
け
で
し
た
。 

・
そ
の
夜
、
ふ
と
赤
ん
ぼ
う
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。 

・
一
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
女
の
人
に
だ
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
し
っ
か
り
す
る
ん
だ
。
お
母
さ
ん
、
し
っ
か
り
し
な 

 
 

き
ゃ
…
…
。
」  

 

・
わ
た
し
は
、
こ
の
ま
ま
に
し
て
、
立
ち
去
れ
な
く
な
り
ま
し 

た
。 

 

・
わ
た
し
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
だ
き
取
り
ま
し
た
。 

・
固
く
だ
き
し
め
た
冷
た
い
お
母
さ
ん
の
手
の
力
、
わ
た 

し
は
今
も
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

・
お
母
さ
ん
の
胸
か
ら
、
ぬ
い
付
け
て
あ
っ
た
布
の
名
前
を
ち

ぎ
り
取
り
ま
し
た
。 

「
も
し
も
し
、
こ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
乗
せ
て
い
っ
て
く
れ
ま
せ
ん

か
。
〈
略
〉
」 

・
名
札
を
わ
た
す
の
も
忘
れ
て
〈
略
〉 

・
戦
争
と
い
う
こ
と
が
、
こ
ん
な
悲
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を 

そ
の
と
き
初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

わ
た
し
（
中
心
と
な
る
人
物
） 

主題 

前
向
き
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
（
戦
争
が
も
た
ら
し
た
悲
し
い
出
生
を
知
り
つ
つ

も
、
過
去
を
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
を
強
く
懸
命
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
ヒ
ロ
子
と
、
そ
の
様
子
を

優
し
く
見
守
る
家
族
と
「
わ
た
し
」
の
姿
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。） 

 

・
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
は
も
う
十
五
で
し
た
。 

・
お
母
さ
ん
が
働
い
て
い
る
そ
の
洋
裁
学
校

で
、
洋
裁
の
勉
強
を
し
て
い
る
〈
略
〉 

    

「
と
う
ろ
う
流
し
で
す
。
〈
略
〉」 

 

・
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
は
、
だ
ま
っ
て
聞
い
て
い

る
様
子
で
し
た
。 

「
あ
た
し
、
お
母
さ
ん
に
似
て
ま
す
か
？
」 

・
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
は
強
い
子
で
し
た
。 

「
会
っ
て
み
た
い
な
…
…
。
」 

 

・
ミ
子
ち
ゃ
ん
は
、
は
ず
か
し
そ
う
に
、
何

を
言
っ
て
も
だ
ま
っ
て
、
お
母
さ
ん
の
そ

で
に
か
く
れ
て
い
ま
し
た
。 

         

・
赤
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
の
胸
に
う
つ
ぶ
せ

て
、
顔
を
く
っ
つ
け
て
い
ま
し
た
。 

「
ミ
ー
ち
ゃ
ん
、
ミ
ー
ち
ゃ
ん
。
」 

と
呼
ぶ
の
を
や
め
た
か
と
思
う
と
、
お
母

さ
ん
は
、
こ
ん
こ
ん
と
ね
む
り
こ
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。 

・
と
、
赤
ん
ぼ
う
が
泣
き
始
め
ま
し
た
。 

・
と
、
ま
た
、
お
母
さ
ん
が
呼
ぶ
。 

・
お
母
さ
ん
は
、
も
う
死
ん
で
い
ま
し
た
。 

・
赤
ち
ゃ
ん
を
し
っ
か
り
だ
い
た
ま
ま
、
動

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

ヒ
ロ
子
（
そ
の
他
の
人
物
） 

「
ゆ
う
べ
、
あ
の
子
は
ね
な
い
ん
で
す

よ
。
」 

「
い
い
え
ね
え
、
あ
な
た
に
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
作
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
」 

「
え
え
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
も
う
何
も
か

も
安
心
で
す
も
の
…
…
。
」 

・
笑
い
な
が
ら
も
、
そ
っ
と
目
を
お
さ
え

る
の
で
し
た
。 

   

・
お
母
さ
ん
は
、
急
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と

な
み
だ
を
流
し
だ
し
て
、 

 

「
ヒ
ロ
子
は
や
っ
ぱ
り
わ
た
し
の
子

で
す
。
」 

「
今
度
こ
そ
、
本
当
に
ヒ
ロ
子
の
お

母
さ
ん
に
な
り
ま
す
。
」 

・
ヒ
ロ
子
の
義
理
の
お
ば
あ
さ
ん
に

当
た
る
人
が
、
ヒ
ロ
子
の
こ
と
が

気
に
入
ら
な
い
〈
略
〉 

・「
や
は
り
、
本
当
の
こ
と
を
、〈
略
〉」 

・
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
親
子
は
、〈
略
〉
小

さ
な
洋
裁
学
校
に
住
み
込
み
で
働

け
る
よ
う
に
な
っ
た
〈
略
〉 

・
ま
る
で
荷
物
の
よ
う
に
赤
ち
ゃ
ん

を
預
か
り
ま
し
た
が
、〈
略
〉 

『
こ
の
子
は
き
っ
と
、
ヒ
ロ
子
の
生

ま
れ
変
わ
り
よ
ね
。
』 

・
あ
の
と
き
、
わ
た
し
た
ち
は
目
の

前
で
自
分
た
ち
の
赤
ん
ぼ
う
を
な

く
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
。 

・
主
人
に
急
に
死
な
れ
て
、
わ
た
し

た
ち
は
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
の
で

す
。 

・
ど
う
し
て
こ
の
子
を
育
て
て
い
っ

た
も
の
か
〈
略
〉 

               

・
二
人
は
は
っ
と
し
た
よ
う
に
顔
を

見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、 

「
え
え
で
し
ょ
う
、
車
に
乗
せ
て
つ

か
え
。〈
略
〉」 

ヒ
ロ
子
の
母 

（
そ
の
他
の
人
物
） 

○ 

ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
原
子
雲
の
刺

繍
は
必
要
な
の
か
。 

 

○ 

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
う
た
」
と
い

う
題
名
の
意
味
が
、
特
に
強
く

表
れ
て
い
る
の
は
ど
こ
か
。 

（
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
共
有
す

る
） 

○ 

広
島
の
町
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
。 

○ 

わ
た
し
が
ヒ
ロ
子
と
出
会

い
、
ど
れ
く
ら
い
年
月
が
経
っ

て
い
る
か
。 

○ 

ヒ
ロ
子
は
、
な
ぜ
、「
お
母
さ

ん
に
似
て
ま
す
か
。
」
と
聞
い
た

の
か
。 

○ 

「
う
れ
し
い
の
や
ら
、
か
わ

い
そ
う
な
の
や
ら
」
と
は
、
ど

ち
ら
が
強
い
の
か
。 

（
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
共
有
す

る
） 

○ 

わ
た
し
が
、
大
き
く
な
っ
た

ミ
子
ち
ゃ
ん
に
初
め
て
会
っ
た

の
は
い
つ
か
。 

○ 
ヒ
ロ
子
の
母
は
、
な
ぜ
「
本

当
の
ヒ
ロ
子
の
母
に
な
る
」
と

決
め
た
の
か
。 

 

○ 

わ
た
し
は
、
な
ぜ
ミ
子
ち
ゃ

ん
か
ら
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
へ
と
呼

び
方
を
変
え
た
の
か
。 

（
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
共
有
す

る
） 

○ 

ヒ
ロ
子
の
母
は
、
な
ぜ
ラ
ジ

オ
で
た
ず
ね
人
を
探
し
た
の

か
。 

  

○ 

わ
た
し
は
、
ラ
ジ
オ
を
聞
い

て
、
何
を
思
い
出
し
た
の
か
。 

 

○ 

わ
た
し
は
、
救
護
所
で
、
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
の

か
。 

○ 

わ
た
し
は
、
な
ぜ
ミ
子
ち
ゃ

ん
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
立
ち
去

ら
な
か
っ
た
の
か
。 

 

○ 

わ
た
し
は
、
な
ぜ
名
札
を
ち

ぎ
り
取
っ
た
の
か
。 

 

○ 

リ
ヤ
カ
ー
の
二
人
は
、
な
ぜ

は
っ
と
し
た
の
か
。 

○ 

わ
た
し
は
、
な
ぜ
戦
争
が
悲

し
い
と
感
じ
た
の
か
。 

（
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
共
有
す

る
） 

主
な
発
問 

（
言
語
活
動
） 

安 

堵 
  

汽
車
は
す
る
ど
い
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
、
上
り
に
か
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

不 

安 
  

安 

堵 
  安 

堵 
  

悲 

壮 
  

補助資料①教材分析 



補助資料②問いの一覧表 

本一覧表は、教材文を基に考えた問いの案である。子どものつぶやきを生んだり、想像を広げたりする発問とは異なる。 

視点 問い 問いに対するこたえ 本時の主となる発問 

when 

いつ 

わたしが、赤んぼうの声を聞いたのはいつか。 ８月７日の夜  

ラジオのたずね人の時間を聞いたのはいつか。 戦争が終わって７年目のある日  

大きくなったミ子ちゃんに初めて会ったのはいつか。 戦争が終わって７年目の夏  

ヒロ子ちゃんとまた会う約束をしたのはいつか。 ヒロ子ちゃんが中学を卒業したとき  

where 

どこで 

どこに 

わたしは、どこで町の様子を見たのか。 広島駅の裏にある東練兵場  

わたしは、どこでミ子ちゃんと初めて会ったのか。 練兵場の外れにある林の中のテントのすぐ後ろ  

わたしは、どこでミ子ちゃんを預けたか。 広島駅の近く  

ヒロ子ちゃん親子は、どこからどこに移り住んだか。 島根県から広島県の小さな洋裁学校へ 
 

who 

だれが 

誰がヒロ子ちゃんのことを気に入らないのか。 ヒロ子ちゃんの義理のおばあさん  

わたしにワイシャツを作ったのは誰か。 ヒロ子  

whom 

だれに 
わたしは、誰にミ子ちゃんを預けたか。 リヤカーを引いていた二人  

what 

何が 

何に 

何を 

わたしは、救護所で何をしていたか。 生きている人をただ集めるだけ 
 

わたしは、テントのすぐ後ろで何を見たか。 女の人に抱かれている一人の赤ちゃん  

わたしは、お母さんの胸から、何をちぎり取ったか。 縫い付けてあった布の名前  

わたしは、リヤカーの二人に何を渡さなかったのか。 名札  

わたしは、ラジオを聞いて何を思い出したのか。 
もうすっかり忘れていたあの日のこと 

（ミ子ちゃんを守る母親の姿） 

 

why 

なぜ 

わたしは、なぜ、ミ子ちゃんをそのままにして立ち去れなかったのか。 必死に子どもを守る母親の姿を見たから 
 

わたしは、なぜ、赤ちゃんを奪い取るような気がしたのか。 
固く抱きしめたお母さんの手の力が、生きているとしか思

えなかったから 

 

リヤカーの二人は、なぜはっとしたのか。 
自分たちの赤んぼうを亡くしたばかりで、そんなときに赤

んぼうを頼まれたから 

 

わたしは、なぜ戦争が悲しいと感じたのか。 

・親子が離れ離れになってしまうから 

・赤んぼうの命を助けることが勝手な行動になってしまう

と感じたから 

 

ヒロ子の母は、なぜラジオでたずね人を探したのか。 
主人が突然死んでしまい、ヒロ子を育てることが難しくな

ってきたから 

 

ヒロ子の母は、なぜ「本当のヒロ子のお母さんになる」と決

めたのか。 

必死に我が子を守ろうとした、ヒロ子の本当の母の話を聞

いたから 

 

なぜ原爆記念日が、わたしたちの思い出とかけ離れているのか。 
平和を願うことよりも、親子で離れ離れになってしまった

悲しさの方を感じているから 

 

ヒロ子は、なぜワイシャツに原子雲の刺繍をしたのか。 過去を受け止めて、前向きに生きようとしているから 

考えを深めさせる 

⇒「原子雲の刺繍は、必要

なのか。」 

なぜ「ヒロシマのうた」という題名なのか。 
親子が離れ離れになる悲しい出来事が二度と起こらない

ように、これからも、この過去を引き継いでほしいから 

言葉の意味を確かめる 

 （第 2 時でも使用） 

which 

どちらが 

どちらに 

「うれしいのやら、かわいそうなのやら」とは、どちらが強いのか。 
前向きに生きようしていることがうれしくもあり、本当の

母親の顔も知らないことへの憐れな気持ちもある 

 

「ヒロシマのうた」という題名の意味が、特に強く表

れているのはどこか。 

・ヒロ子がわたしに、原子雲のかさを刺繡したワイ

シャツを作ったところ 

・ヒロ子が「あたし、お母さんに似てますか？」と

言ったところ 

問題意識をもたせる 

how 

どのように 

広島の町はどのように変わったのか。 
たくさんの死人にあふれ、食べ物もあまりない

町から、洋服も食べ物もある町に変わっている 

 

「汽車はするどい汽笛を鳴らして、上りにかかってい

ました。」は、どのようなことを表しているか。 

過去の悲しい出来事を受け止めたうえで、新しい生

活へ出発しようとしていること 

 

how many 

どのくらい 

いくつ 

わたしがヒロ子と出会って、どれくらいの年月が

経ったか。 
15 年 

 

 


